
日本市場での食品・化粧品業界における競争が激しく、また市場が縮小する中、ムスリム（イスラム教徒）人口は2030年には

約22億人で世界人口の約26.4%になると予測されております。（出典：非営利機関Pew Research Center's The Future of the Global 

Muslim Population） この巨大なムスリムマーケットに参入する際に欠かせないのが『ハラル認証』です。しかしながら、非イスラム圏で

ある日本ではハラルトレイサビリティー（製造から流通過程まで）が整ってはおらず、ハラル商品を製造するには課題が多いのが現

状です。そこで、現地企業のノウハウ・ネットワークを活用することでよりスムースな海外進出が可能となります。 

世界のムスリム人口の約６割が集中するアジア太平洋地域にてグローバル・ハラル・ハブ戦略を国策として打ち出すマレーシアは、

政府がハラル認証を管轄し、認証基準も厳格といわれています。政府機関との対談やハラル工場の運営実態を確認することで、

今後の海外進出戦略を立てる機会として頂き、ビジネスチャンスを見出してください。 

主な視察先・対話先概要 

• マレーシア投資開発庁(MIDA)：マレーシア産業発展の促進と調整を担当しているマレーシア通産省傘下の政府機
関であり、マレーシアで製造業やサービス業の事業設立に関心のある合弁企業を視野に入れた投資家への窓口 
 

• ハラル産業開発公社(HDC)：マレーシア国内でのハラル認証取得を検討している企業に対し、認証取得に関する
サービスを提供、及び海外企業に対しハラル認証のプロモーション・推進を行っているマレーシア通産省傘下の政府機関 
 

• HDC GLOBAL HALAL SUPPORT CENTRE：HDCによって設立されたこのセンターは、ハラルマーケットへの投
資家(個人・企業)及びハラル商品消費者向けに最新の情報を提供するだけでなく、実際の投資家に対しては進出後
の貿易を促進する為の多種にわたるサービスまでも提供するセンター 
 

• ハラル商品製造工場：現地企業のハラル商品製造工場を視察 
 

• イオン・バンダー・ウタマ店(Aeon Bandar Utama Store)：イオンマレーシアの主力業態であるGMSの旗艦店
で、富裕層の居住区が近いワン・ウタマ・ショッピング・センター(1 Utama Shopping Centre)にある 
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ポイント 

• 海外進出する際に関係する政府機関よりハラルマーケット動向、日系企業進出状況等に関する最新情報の提

供が受けられます。また政府機関などと貴社個別課題の対話（ディスカッション）の機会を設けておりますので活

発に議論を交わすことにより、直接回答を得ることができます。 

• ネットワーキングディナーを通じて交流の機会を設けており、より強い人脈構築ができる機会としております。政府・

公的機関だけでなく、日系企業の方々との交流を通じて現実の課題とそのソリューション等について話ができる良い

機会としてください。 

• 現地ハラル商品製造工場の視察を通じて、ハラル認証に欠かせないポイントや、ハラルトレイサビリティーの重要性、

進出後の運用体制、現場オペレーション等の確認をすることができます。 

• 現地小売事情を視察することで消費者動向がわかります。イオン店舗においてはハラル商品展示条件、人気の惣

菜品やＰＢについての小売現場解説等を受けることにより、進出後の流通イメージを掴むことができます。 

日程：現地集合・現地解散 

月日 都市名 時間 概要 

11月26日 
（水） 

クアラルンプール 午前 
 
 
 
 

午後 
 
夜 

ビジネスセッション 
「マレーシア最新投資事情＆ハラルマーケットについて」 
・マレーシア投資開発庁 
・ハラル産業開発公社 
 
マレーシア・ハラルマーケット・ビジネスマッチング 
 
ネットワーキングディナー with マレーシア政府機関 

11月27日 
（木） 

クアラルンプール郊外 終日 
 
夜 

ハラル商品製造工場視察 
 
ネットワーキングディナー with 日本公的機関・日系企業 

11月28日 
（金） 

クアラルンプール 終日 小売事情視察 
・HDC GLOBAL HALAL SUPPORT CENTRE 
・Aeon Bandar Utama Store 他 

お問い合わせ先 

※料金等については近日中にラピタウェブサイト( www. Lapita.jp ) にアップ致します。 

ラピタ事務局：㈱ＪＴＢコーポレートセールス内 

TEL:03-5909-8758 FAX:03-5909-8110 

（受付時間9:30～17:30※） 

※土・日曜日、祝日、年末年始、ゴールデンウィーク期間は翌営業日以降の対応とさせていただきます。 

www.lapita.jp 


